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はじめに 

DynaEye 11 は、以下に示す 2 種類のアプリケーションを搭載しています。 

自治体テンプレート定義は、【標準アプリケーション】でのみ使用可能です。 

また、本定義を利用いただく場合は、【以下の AI-OCR 版製品】が必要です。ご注意ください。 

・DynaEye 11 Entry AI-OCR 

・DynaEye 11 SDK AI-OCR 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

「自治体テンプレート定義」は、自治体帳票を OCR するための書式定義サンプルです。 

帳票は、自治体ごとにレイアウトが異なるため、本テンプレートをもとに、 

お客様が実際に使用する帳票に合わせてカスタマイズを行い、ご活用ください。 

本定義を使用することで、簡単かつ短時間で書式定義を作成することが可能です。 
 

本書では、お客様が本定義を活用して OCR を行うまでの各手順について説明します。 

詳細な手順や設定方法は、本書には記載しないため、別途製品マニュアルを参照してください。 
 

<手順> 

 

  
①定義のダウンロード 

 

②書式定義のカスタマイズ 

 

③OCR認識検証 

 

帳票画像を差し替えて 

項目定義を調整する 

Web サイト上から 

ダウンロード 

OCR認識を行い、 

結果の確認をする 

標準アプリケーション エントリーアプリケーション 

自治体テンプレート定義の対象 
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1. 対象帳票 

「自治体テンプレート定義」は、以下の 10 種類を対象に提供します。 

 本書では、以降「No.1 軽自動車税申告書」を例に説明します。 
 

No 対象帳票名 書式定義名 

1 軽自動車税申告書 軽自動車税申告書.DDF 

2 給与所得者異動届書 給与所得者異動届書.DDF 

3 法人税申告書 法人税申告書.DDF 

4 口座振替依頼書 口座振替依頼書.DDF 

5 心身障害医療費受給申請書 心身障害医療費受給交付申請書.DDF 

6 心身障害医療費申出書.DDF 

7 給付金認定申請書 給付金認定申請書_1.DDF 

8 給付金認定申請書_2.DDF 

9 介護保険申請書 介護保険申請書.DDF 

10 通勤届 通勤届.DDF 

 

【例】軽自動車税申告書 
 

 
 

読取位置： 
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2. 書式定義の使用方法 

「自治体テンプレート定義」は、以下 2 種類の使用方法を想定しています。 

以降、順に操作手順を説明します。 

 

①書式定義の動作確認 

  書式定義、サンプル帳票を使用して、帳票認識の流れを確認することができます。 

 

②書式定義をお客様帳票に合わせてカスタマイズ 

 お客様の帳票に合わせてカスタマイズし、業務で利用することができます。 

帳票画像を差し替えた後、読取位置の調整や読取設定を修正いただきます。 

 

2.1. 書式定義の動作確認 

(1) スタートメニューのアプリの一覧から、以下を選択します。 

・Entry 製品の場合：[DynaEye 11 標準アプリケーション] – [定義画面] 

  ・SDK 製品の場合 ：[DynaEye 11 書式認識ライブラリ] – [書式定義ツール] 
 

 
 

      ※誤って[運用画面]を選択しないようにしてください。 
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⇒ 標準アプリケーションの画面が開きます。 

 

(2) エクスプローラーで、書式定義ファイルとサンプル帳票(軽自動車税申告書.DDF、軽自動

車税申告書.JPG）をドラッグし、標準アプリケーションの画面上でドロップします。 

  

<ダウンロードデータ> 

 

  

DynaEye11_自治体テンプレート定義_導入手順書_Ver1.0.pdf  【本書】 

書式定義          【書式定義ファイルが帳票ごとに格納されています】 

サンプル帳票       【記入済サンプルが帳票ごとに格納されています】 

軽自動車税申告書.DDF 

軽自動車税申告書.JPG 

フォルダ内のファイルを 

ドラッグ＆ドロップして取込み 

※フォルダは指定できません 



      © PFU Limited 2022 6 

(3) 「軽自動車税申告書」のイメージデータを選択し、[帳票認識]ボタンを押下します。 

 

 
 

⇒「軽自動車税申告書」のデータを帳票認識します。 

 

(4) 帳票認識完了後、[修正画面]ボタンを押下します。  
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(5) 認識結果の確認を行います。 

 

 
 

⇒「軽自動車税申告書」の帳票認識結果を確認し、誤読文字を修正します。 

      確認完了後、画面左上の[上書き保存]ボタンを押下し、画面を閉じます。 

   

   

   

   

   

 

  

確認した認識結果は、CSV 形式でファイル出力することが可能です。 

認識結果の出力手順は、製品マニュアルの「第 11 章 認識データ出力定

義」「第 22 章 認識データの出力」を参照してください。 
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2.2. 書式定義をお客様帳票に合わせてカスタマイズ 

(1) 未記入のイメージデータを準備します。 

(1-1) ツールバーの[新規スキャナ読取り] ボタンを押下し、お客様の帳票（未記入）を 

スキャナーで読み取ります。 

手順の詳細は、製品マニュアルの「第 19 章 スキャナ読取り」を参照してください。 

 

 
 

(1-2) ツールバーの[名前を付けて保存]ボタンを押下し、スキャンした画像を 

任意のフォルダに保存します。 

手順の詳細は、製品マニュアルの「第 18 章 18.2 イメージデータの保存」を参照し 

てください。 

 

 



      © PFU Limited 2022 9 

   

 

 

 

 

※以降の手順は、2.1 書式定義の動作確認を実施済みである前提で記載します。 

 

  (2) 「軽自動車税申告書」の書式定義データを選択し、[書式定義]ボタンを押下します。 

 

 

 

⇒ 画面に書式定義画面が表示されます。 

  

イメージデータ保存時のファイル形式は、以下としてください。 

・カラー画像  ：JPEG 形式 

・白黒画像  ：TIFF 形式 

（※カラー帳票、解像度 300dpi が推奨） 
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(3) 画面左側のナビゲーションバーの[帳票定義]ボタンを押下します。 

 

 
 

 

(4) 画面右側の[差し替え]ボタンを押下します。 
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(5) 手順(1)で準備したイメージデータを選択し、[開く]ボタンを押下します。 

 

 
 

⇒ 画面に表示されるイメージデータがお客様の帳票に切り替わります。 

 

(6) 画面左側のナビゲーションバーの[項目定義]ボタンを押下します。 

 

 

  

お客様の帳票が 

表示されます 
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(7) お客様の帳票に合わせて変更します。 

  ※必要に応じて、項目の設定見直しも行ってください(詳細はマニュアル参照)。 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 ＜項目の調整方法＞ 

以下の①~⑥を行います。 

①項目の位置変更 

②項目のサイズ変更 

③項目の設定変更 

④不要な項目の削除 

⑤必要な項目の追加 

⑥詳細設定の追加 

  

 本書では、以下に①②の方法を記載します。 

 ③~⑥については、製品マニュアル「第 8 章 8.6 項目定義」を参照してください。 

 

(1)対象項目を選択 

対象 操作方法 

1 項目を選択 画像表示上で対象項目をクリック 

 

複数選択 Ctrl キーを押しながら画像表示上で対象項目をクリック 

範囲選択 項目を一つ選択した後、 

Shift キーを押しながら、次の項目を選択 

すべて選択 画像表示上で対象項目をクリックした後に「Ctrl + A」キー 

 

領域の枠内をクリック 

お客様の帳票と 

あっていない状態 



      © PFU Limited 2022 13 

(2)読取項目の位置変更 

対象 操作方法 

大きく移動 選択状態でドラッグ＆ドロップ 

小さく移動 方向キー(↑↓→←) ※微調整したい場合 

 

 (3)読取項目のサイズ変更 

対象 操作方法 

サイズ変更 対象項目の端にカーソルを合わせてドラッグ＆ドロップ 

 

 

(8) すべて完了した後、ファイルメニューから[上書き保存]を選択します。 

 

 
 

  

領域の外側をドラッグ＆ドロップ 

※８つの四角が目印 

 [出力定義]ボタンを押下することで、認識結果をファイルに出力する場合の設定

を行うことができます。必要に応じて設定してください。 

詳細は製品マニュアルの「第 8 章 8.7 出力定義」を参照してください。 
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(９) 画面左側のナビゲーションバーの[認識テスト]ボタンを押下し、 

   画面右側の[認識画像]欄の[選択]ボタンを押下します。 

 

 
 

⇒ お客様帳票に合わせてカスタマイズした書式定義での認識結果を確認できます。 

手順(1)で準備した帳票の記入済みの帳票がある場合、その画像を選択してください。 

  記入済み帳票がない場合、(9)(10)は飛ばして(11)に進んでください。 

 

(10) [認識テスト]ボタンを押下し、認識結果の確認を行ってください。 

 

 
 

⇒ 上書き保存後、作成した書式定義の動作確認を行うことができます。 

認識結果が表示される 
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(11) ファイルメニューから[閉じる]を選択して、書式定義を終了します。 

 

 
 

(12) 書式定義の作成は完了です。 

以降の手順は「2.1.書式定義の動作確認」の(3)～(5)を参照してください。 

※記入済のお客様帳票のスキャンを行う場合は、「2.2. 書式定義をお客様帳票に 

合わせてカスタマイズ」の(1)を参考にしてください。 

 

以上 
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